
品川区新総合庁舎 アクセシビリティ整備の手引き （素案） について

１） 目的

２） アクセシビリティについて

３） 策定にあたっての考え方

アクセシビリティ “Accessibility” とは、 一般的には 「近づき

やすさ」 「利用のしやすさ」 「便利であること」 などと訳されます。

　障害者の権利に関する条約においては、 原文の第９条

「Accessibility」 について 「施設およびサービスなどの利用の

容易さ」 の訳があてられており、 本手引きにおける定義はこれに

基づきます。

品川区の新庁舎では、 計画段階で多様な方にご意見をうかがい、

手引きを策定し、 それをもとに設計に活かすことで、 アクセシビリ

ティの高い施設を実現していきます。

品川区では、 現庁舎の老朽化・区を取り巻く環境の変化・行政ニー

ズの多様化に対応するため、 新庁舎整備の検討を進め、 令和５

年度からは設計に着手しています。 整備に際しては、 「品川区新

庁舎整備基本計画」 における基本理念の 1 つである

「誰にでもやさしく便利で機能性にあふれた庁舎」

を実現するために、 庁舎としての利用しやすさの基準を 「手引き」

として取りまとめ、 設計に反映させることで、 アクセシビリティ

に十分配慮した新庁舎を整備することを目的とします。

・ 多様なご意見をうかがい、 多くの気づきを反映させる

手引きを策定する上では、 新庁舎についての多様な使い方を想

定する必要があります。 既存の法令や各種整備基準を踏まえな

がらも、 様々なご意見をうかがい、 相互の調整を図っていくこと

でより多くの気づきを反映させた施設づくりを実現します。

・ 施設の具体的な使い方を想定し、 理解することが、 アクセシビ

リティを高める

設計に際して個別多様なご意見を反映するにあたっては、 施設が

利用される場面を具体的に想定し理解することで、 より実態に

合った、 利用しやすい庁舎を整備できるものと考えます。



屋内エリア

 

 　　　

＜職員エリア＞ ＜来庁者エリア＞

屋外エリア

エリア分けによる基準の設定

この手引きでは、 既存の法令や各種整備基準を踏まえながら、 より高い水準が必要と考えられる場合には適宜基準を定めます。

そのため、 新庁舎並びにその敷地内を 「屋内エリア」 と 「屋外エリア」 に分け、 「屋外エリア」 はより不特定多数の多様な方が訪

れることを想定し、 最も高い基準を設定します。

また、 「屋内エリア」 の中でも比較的高い水準が必要と考えられる箇所については、 特に＜来庁者エリア＞と位置付け、 屋内のそ

の他の箇所よりも高い基準を設定します。

また、 屋内エリアと屋外エリアに共通して適用する基準を 「全エリア共通」 として設定します。

事務室やバックヤード動線など、主
に職員の利用を想定するエリア

＜例＞
事務室、バックヤード動線
職員通用口、職員用階段
職員用エレベーター

標準的基準 最も高い基準

窓口や廊下など、一般的な来庁者
の利用を想定するエリア

＜例＞
窓口カウンター、廊下
エレベーター、エスカレーター
トイレ、議会傍聴席

屋外デッキ、エントランスホールな
ど、不特定多数の方の利用を想定
するエリア

＜例＞
エントランスホール、屋外デッキ
屋外階段



パネルで紹介する項目です。 その他については冊子をご覧ください。掲載項目

通路の幅、素材、

転回スペース、

手すりの設置など

幅、仕上げ、色と明度の差、

勾配、点状ブロック、

踊り場、手すりの設置など

幅、蹴上/踏面/蹴込寸法、

明度/色相/彩度の差、

手すりの設置など

配置経路、床面の色、表示、

制御装置、鏡、音声案内、手すり、

扉、幅、奥行、定員、可視性など

点状ブロック、縁取り、

音声案内、手すり、

ステップの枚数など

ドアハンドルの高さ、

軽さ、幅、

扉の種類など

車室長さ、幅、

通路幅、

区画の表示など

０８-1　一般トイレ | 08-2　個室トイレ | 08-3　バリアフリートイレ

扉の幅、通路幅、受け口高さ、

設置個数、車いす便房の内寸、

転回／移乗スペースなど　

設置個数、おむつ交換台、

ベビーベッド、給湯設備など
遮光性、遮音性、

壁面素材、照明、防犯、

設置場所など

個室相談ブース、

カウンターの高さ、

膝下クリアランスなど

車いす利用席の幅、奥行、

同伴者用傍聴席の設置、

議場を見渡せる視線など

連続性、ピクトグラム表示、

触知図、配色、書体など
案内板、配色、輝度比、

敷設場所など

一時退避スペース、

警報システム、消化防災器具、

避難経路図など

造作設備、音声案内など

０１　通路 ０２　傾斜路（スロープ） ０３　階段

０5　エレベーター

０4　エスカレーター

０６　扉 ０７ 車椅子使用者

 駐車場

０８　トイレ

０９　ベビーケアルーム １０ カームダウン、

 クールダウンルーム

１１　窓口カウンター １２　議会傍聴席

１３　表示
　（点字・サイン計画）

１４　視覚障害者
　　　誘導用ブロック

１５　緊急時対応 １６　その他の設備





一般トイレ

08-1

個室トイレ

08-2

バリアフリー
トイレ

08-3






